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前ビジョンにおける中期計画の整備目標年度を迎えるとともに、下水道を取り巻く社会経済情勢の変化

や、国による新たな施策（「新下水道ビジョン」の策定（平成 26年 7 月）、下水道法の改正（平成 27年 5 月））
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あいちの下水道の現状と課題 

南海トラフ巨大地震をはじめとする大規模地震への備えとして、第３次あいち地震

対策アクションプランに基づき、ハード対策（段階的な対策による機能確保）・ソフト

対策（事業継続計画（ＢＣＰ））を組み合わせた地震・津波への対応能力の強化に取

り組む必要がある。 

愛知県では、下水道事業を推進するため平成 11 年 3 月に「あいち下水道整備中長期計画（Aqua Dream 

Plan）」を、平成 19 年 3 月に「あいち下水道整備中長期計画改訂版（Aqua Dream Plan Ⅱ）」（以下、「前ビジ

ョン」という）を策定し、あいちの下水道事業の方向性を示してきた。 

近年頻発するゲリラ豪雨等、計画を超える規模の降雨に対しては、ハード対策とと

もに、地域が一体となった自助・共助を促すなどのソフト対策を組み合わせた対策を

促進する必要がある。 

今後の下水道整備に伴う発生汚泥の増加分に対応するため、更なる有効利用先や

用途の拡大を図る必要がある。 

また、処理水、貯留雨水、施設・土地等を資源と捉え、新たな付加価値を生み出す

取り組みが求められている。 

さらに、採算性やリスクを勘案したうえで、下水汚泥、下水熱及び施設・土地等を活

用したエネルギー利用の取り組みが求められている。 

経営の見える化を図るため、経営戦略を策定し、公営企業会計の導入を推進する

必要がある。 

流域下水道では、今後老朽化による施設の改築・更新工事が増加することが見込

まれることから、より効率的な維持管理や改築・更新に要する費用の縮減・平準化

に取り組んでいく必要がある。 

閉鎖性水域の水質改善のため、流域別下水道整備総合計画に位置づけのある下

水道処理場では、高度処理化に努める必要があり、また、広範囲に合流式下水道

を抱える市では、合流式改善計画に基づき、引き続き対策を進める必要がある。 

下水道普及率は、75.6%（平成 26 年度末）に達したが、名古屋市を除くと 65.4％（平

成 26 年度末）であり、全国平均の 77.6%を下回っており、引き続き下水道施設の整

備を促進する必要がある。 

下水道は、下水処理の過程で多くのエネルギーを使用する施設であり、地球温暖化

対策の観点から、エネルギー使用量や温室効果ガス排出量の削減に努める必要が

ある。 

等、愛知県の下水道事業に関連する状況が変

化していることから、前ビジョンを見直し、新たに

「あいち下水道ビジョン 2025」（以下、「新ビジョ

ン」という）を策定した。 

新ビジョンは、あいちの下水道の将来を展望

（長期構想）したうえで、今後 10 年程度で取り組

むべき施策（中期計画）を示し、今後、個々の下

水道計画策定時の羅針盤として位置付けるもの

である。 
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